【ソフトウェア開発費助成 人件費単価算定基準】
競争力強化支援事業におけるソフトウェア開発費助成に係る人件費単価については、以下に示す基準１～３までのいずれかにより、当該ソフトウェア開発従事者それぞれに設定することとし、「人件費単価証明書」(区指定様式)を提出してください。（注１）

基準１

業務従事者の給与をベースとし、以下の計算式により算出してください。（注２）

前年源泉徴収票（支払総額）＝　Ａ

３６５日－公休日－各社指定休日　＝　Ｂ

各社１日当たり所定労働時間　＝　Ｃ　（注３）
　　　Ａ　÷　Ｂ　÷　Ｃ　＝　時間単価（100円未満切り捨て）
基準２　

出向、派遣等契約により当該業務に従事する者は、本年度雇用契約額をベースとし、基準１に準じ、時間単価（100円未満切り捨て）を算出してください。

基準３
源泉徴収票のない法人役員の方は、直近決算書の「販売費及び一般管理費明細書」を添付のうえ、Ａには役員報酬金額を記載して基準１に準じ、時間単価（100円未満切り捨て）を算出してください。
（注１）「人件費単価証明書」および関連証明資料につきましては、申請時に提出してください。

（注２）前年の源泉徴収票がない方（新規採用者、中途採用者等）については、本年度給与をベースに基準１に準じて時間単価を算出してください。
その際、直近の給与明細等根拠書類を添付してください。
（注３）就業規則がなく、所定労働時間の規定がない事業者の方は、法定労働時間（８時間）で算出してください。

人件費単価証明書

	業務従事者氏名
	源泉徴収票支払総額
（役員報酬金額）
　　　（Ａ）
（円）
	365日－（公休日＋各社指定休日）

　　　　（Ｂ）

（日）
	１日当たりの所定労働時間数（Ｃ）

（時間）
	時間単価

（A÷Ｂ÷Ｃ）

（円）
	算出

基準

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


品川区長あて

年　　月　　日

　　年　　月　　日申請の競争力強化支援事業におけるソフトウェア開発費助成業務に係る従事者の時間単価について、上記のとおり証明いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名
代表者
